
第１ 監査の種類 

財務監査及び行政監査 

第２ 監査の対象 

緑政土木局（工事） 

（緑政土木局関連事務を担当する財政局の課を含む。） 

第３ 監査の着眼点 

１ 安全に配慮した適切な設計及び工事監理がされているか 

２ 施設の機能が果たせるよう適切な維持管理がされているか 

３ 工事及び委託の予定価格は適正に設定されているか 

第４ 監査の実施内容 

１ 実施時期 

令和 3年 2月 3日から令和 3年 9月 1日まで 

２ 実施方法 

今回の監査では、緑政土木局における平成31年 4月 1日から令和 3年 3月31日

までに完了及び同日時点で継続中の工事及び委託を次表のとおり抽出し、名古屋

市監査委員監査基準に基づき、書類等突合、実査等を行った。 

区分

件数 金額 

監査対象 

（件） 

抽出 

（件） 

抽出率

（％） 

監査対象 

（百万円）

抽出 

（百万円）

抽出率 

（％） 

工事 2,891 116 4.0 67,779 7,487 11.0 

委託 2,463 28 1.1 14,586   330  2.3 

第５ 監査結果 

上記のとおり監査した限りにおいて、以下のとおり一部に指摘すべき事項が見

受けられた。今後の事務執行にあたっては、これらを是正するとともに、同様の

事務上の処理誤り等を発生させないよう必要な措置を講じられたい。また、措置



を講じた場合は、その旨を通知されたい。 

１ 指摘

（1）鋼管支柱の地際部の腐食について（設計） 

都市公園における遊具の安全確保に関する指針（平成26年 6月、国土交通省）

では、腐食による劣化などを防ぐため、構造上重要な金属支柱は、腐食しやす

い部分に防食保護材や防食塗料などの対策を行うと定めている。緑政土木局の

公園・街路樹設計のてびきでは、基礎部分の処理として、地面との接触部が腐

食しやすくなるので、接触部に防食テープなどを施す必要があるとしている。

または、工事共通構造図では、公園遊具や道路付属施設等の鋼管支柱の基礎の

場合は、基礎と支柱との接合部を地表に露出させれば腐食のリスクを低減し、

目視でも腐食の状況が確認できるとされている。

「露橋公園整備工事」では、公園内にあるバスケットコートを整備する工事

を行っていた。バスケットゴールを確認したところ、支柱が鋼管であったにもか

かわらず腐食しやすい地面との接触部に防食テープなどを施していなかった。ま

た、支柱と基礎の接合部は地下に埋める構造であり、さらに地表面は、雨水が浸

透する透水性舗装のため、コンクリート基礎上面で雨水が滞水し腐食が助長され

る構造であった。

当該バスケットゴールの地際部については、防食対策を施すよう是正されたい。

また、鋼管支柱を設置する場合は、地面との接触部で腐食のリスクがあること、

透水性舗装など地表面の条件により、そのリスクが高くなることを十分理解し、

防食対策を考慮した設計とされたい。           （中川土木事務所） 
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 （2）中間検査の実施について（施工） 

工事の中間検査については、名古屋市緑政土木局請負工事施行要綱並びに中

間検査実施基準において、大規模（当初請負金額が 1 億円以上）かつ工期が 6

か月以上の工事について実施することとしている。

「落合橋補修工事（その 2）県道岩崎名古屋線舗装道補修工事（瑞 3）舗装

道補修工事（瑞 6）交通安全施設整備工事（瑞 9）」は、当初請負金額が 

147,396,700 円、工期が 6 か月 13 日の工事であり、中間検査の対象工事に該当

していたが、検査を実施していなかった。

中間検査は、品質の確保や向上に必要な助言を行い工事の良好な完成を図る

ことを目的としており、その目的や検査の重要性を十分理解し、基準に則して

検査を実施されたい。                 （瑞穂土木事務所）

第６ 意 見

適切な維持管理に向けた取り組みについて

緑政土木局は、道路や公園など市民の生活に直結する公共施設の維持管理を担

っている。昨今、築年数が長く老朽化への対応が必要な施設も多く、事故が起き

ないよう安全に安心して利用できることを目的とした管理、計画的な更新などが

重要となっている。

今回の監査の結果、公園施設に用いた鋼管支柱において、基礎上面に雨水が滞

水し、腐食の助長が懸念される構造であった事例が見受けられた。腐食への配慮

が不足しており、構造物を設計する際は現場状況や材料特性を十分理解し総合的

に検討するべきと思われる。

鋼管支柱を用いた構造は、公園施設だけでなく街路灯、標識柱、歩道橋などの

多様な用途に用いられ、広く一般に供用されていることから、腐食対策には特に

留意しなければならない。腐食により倒壊に至れば、市民の安全に関わる重大な

事故となる。

また、公共施設の老朽化対策としてライフサイクルコストの最小化を図るため

に、設計段階において、長寿命化や維持管理の簡略化の観点が必要であり、経年



劣化の予測、点検や補修のしやすい構造とすることなど、将来を見通した構造検

討も必要不可欠な要素である。

緑政土木局においては、誰もが安全に安心して利用できる施設を設計するため、

技術基準や指針等の確認にとどまらず、構造物に対する技術的な知見をさらに深

める機会を増やし、必要な知識の習得、技術力の向上を図り、適切な公共施設の

構築、維持管理に努められたい。 


